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試験区分 受　 験　 資　 格 採用人数

上級機械

消 防 士

１　名

若干名

置賜広域行政事務組合職員採用試験職員採用試験のご案内 (平成25年４月採用)

１　試験区分・受験資格・採用人数

　２月20日に議会定例会、５月18日、７月９日に議会臨時会を開催しました。

　２月20日の定例会では、監査委員の選任が同意されたほか、汚泥再生処理センター建設工事の

契約締結、一般職の給与に関する条例、技能労務職の給与の種類に関する条例、ごみ処理施設整

備基金の設置に関する条例、平成23年度補正予算及び平成24年度当初予算が、原案どおり可決さ

れました。

　５月18日の臨時会では、議長選挙が行われ、議長に遠藤榮吉氏（南陽市）が選出されました。

このほか、平成23年度補正予算の専決処分が承認されました。

　７月９日の臨時会では、火災予防条例及び平成24年度補正予算が原案どおり可決されました。

　なお、今後の議会開催予定は、９月臨時会、11月定例会、２月定例会となっております。

議会の会議録は本組合ホームページに掲載しております。

　→ http://www.okikou.or.jp/syomu/gikai/gikaitop.htm

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
が
発
足
し
ま
し
た

「過炭酸ナトリウム」が
危険物が追加されました

消
防
関
係
の
各
種
申
請
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

　

置
賜
２
市
２
町
（
米
沢
市
、
南
陽
市
、

高
畠
町
、
川
西
町
）
の
消
防
関
係
の
申

請
や
届
出
は
、
消
防
本
部
か
お
住
ま
い

の
市
町
の
消
防
署
で
受
付
け
て
お
り
ま

す
。
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お
、
申
請
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及
び
届
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等
の
様

式
は
、
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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▽日時　９月８日(土)12時～16時

　　　※雨天時は縮小開催

▽場所　米沢消防署前駐車場

▽内容　消防車やはしご車の搭乗体験など、子どもか

ら大人まで楽しく遊んで学べる体験コーナーを

準備しています。

　　　　来たれ未来の消防士！

▽問合せ先　米沢消防署　　℡０２３８(23)３１０８
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２　試験日程・試験内容等
【第１次試験】
(1) 筆記試験
▽試 験 日　10月14日(日)
▽試験会場　置賜広域行政事務組合
　　　　　　千代田クリーンセンター
▽試験内容
　（上級機械）教養試験(大学卒業程度)、専
　　　　　　門試験(大学卒業程度)、適性試
　　　　　　験、作文試験
　（消 防 士）教養試験(高校卒業程度)、適
　　　　　　性試験、作文試験
(2) 体力試験（消防士のみ）
▽試 験 日　10月15日(月)
▽試験会場　高畠町営体育館
▽試験内容　体力試験

【第２次試験】
▽試 験 日　第１次試験合格者にお知らせし
　　　　　　ます。
▽試験内容　面接試験、身体検査

３　申込み・問合わせ等
【受験申込み受付期間】
　９月３日(月)～９月28日(金)

【申込み・問合わせ先】
　〒992-0012　米沢市金池三丁目１番55号
　置賜広域行政事務組合事務局総務課
　（職員採用試験担当）
　TEL 0238(23)3246

【受験申込書の交付場所】
▽置賜広域行政事務組合事務局総務課、
　消防本部及び各消防署
▽置賜地域の市役所及び、町役場の企画担
　当課
▽本組合のホームページからダウンロード
　(http://www.okikou.or.jp/toppage.htm)

　このたび、危険物の規制に関する政令及び規則の
一部が改正され、「過炭酸ナトリウム」が、消防法
で規制される第一類の危険物に追加されました。
　過炭酸ナトリウムは、貯蔵や取り扱う数量により、
消防法に基づく市町村長の許可、または置賜広域行
政事務組合火災予防条例に基づく届出が必要となり
ます。

○過炭酸ナトリウムとは？
　「過炭酸ソーダ」や「酸素系漂白剤」とも呼ばれ、
除菌剤、消臭剤、台所洗剤、パイプクリーナーなど
に主成分として含まれ、スーパーやドラッグストア、
ホームセンターなどで販売されています。

○性質
１　無色の結晶または白色の粒状や粉末です。
２　一般的には不燃ですが、衝撃や熱により酸素を
　　放出し、周囲の可燃物を激しく燃焼させる危険
　　性があります。
３　目や皮膚、粘膜に入ると激しい痛みを伴う恐れ
　　があります。

○今後の規制について
　平成24年７月１日から規制の対象となりますが、
性質の違いにより基準となる量（指定数量）が異な
ります。詳しくは下記までお問い合わせください。

問合わせ先
　置賜広域行政事務組合消防本部
　予防課危険物保安係
　TEL 0238 (23) 3107

　URL http://www.okikou.or.jp/syoubou/syoubou.html

昭和５８年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人

※ただし、平成３年４月２日以後に生まれ、大学を飛び級で卒

業（見込み）の人も受験できるものとします。

ア 昭和５８年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた人

イ 採用後に米沢市、南陽市、高畠町及び川西町に居住できる人

ウ 普通自動車運転免許（ＡＴ車限定は除く）を有する人又は取

得見込みの人

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
置
賜
２

市
２
町
（
米
沢
市
、
南
陽
市
、
高
畠
町
、

川
西
町
）
の
消
防
本
部
を
統
合
し
て
、

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
に

よ
る
、
広
域
消
防
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

消
防
の
広
域
化
に
よ
り
、
圏
域
人
口

約
16
万
５
千
人
の
安
全
安
心
を
守
る
た

め
、
災
害
規
模
や
場
所
に
応
じ
た
的
確

な
初
動
体
制
を
強
化
し
、
消
防
救
急

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

広
域
化
か
ら
４
ケ
月
を
経
過
し
て
、

災
害
出
動
が
１
７
０
０
件
を
超
え
、
広

域
に
よ
る
出
動
事
例
も
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
効
果
的
な
災
害
対
応
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
広
域
消
防
に
よ
る
効

率
的
な
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

災
害
出
動
の
広
域
化
の
事
例

①
高
畠
消
防
署

　

屋
代
地
区
国
道
113
号
法
面
の
火
災
が

発
生
し
た
際
、
水
利
が
な
い
た
め
、
米

沢
消
防
署
の
10
ト
ン
タ
ン
ク
車
と
南
陽

消
防
署
の
タ
ン
ク
車
も
出
動
し
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

②
米
沢
消
防
署

 

米
沢
市
内
の
住
宅
火
災
に
救
急
隊
が
出

動
し
て
い
る
間
、
川
西
消
防
署
救
急
隊

が
米
沢
消
防
署
に
移
動
待
機
を
行
い
、

米
沢
市
内
の
救
急
出
動
に
備
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

③
川
西
消
防
署

　

山
林
火
災
が
発
生
し
た
際
、
米
沢
消

防
署
北
部
出
張
所
の
ポ
ン
プ
車
が
同
時

出
動
し
て
出
動
人
員
を
増
強
し
、
大
規

模
化
す
る
と
思
わ
れ
た
火
災
の
延
焼
拡

大
の
防
止
と
、
火
災
の
早
期
鎮
火
が
で

き
ま
し
た
。



郷土芸能

ふ
る
さ
と
の
心
を
さ
ぐ
る

ふ
る
さ
と
の
心
を
さ
ぐ
る

風俗

史跡

自然

遺跡

第19回

広域広報おきたま　４

次
の
世
代
に
残
し
た
い
も
の

い
つ
ま
で
も
語
り
継
が
れ
て
い
く
も
の

家
族
や
地
域
を
つ
な
げ
る
き
ず
な

は
じ
め
て
出
会
っ
て
も
な
ぜ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る

遠
い
記
憶
の
ど
こ
か
に
あ
る
情
景

そ
れ
は
私
た
ち
の
「
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
」
に
あ
り
ま
す

５　広域広報おきたま

　

◆お待ちしております◆
ご感想やご意見がありましたら、
担当までご連絡ください。
　また、置賜再発見では、みなさ
まから採り上げてほしいテーマを
募集していますので、情報をお寄
せください。
　担当：総務課企画財政係

佐藤兄弟が産湯につかった泉だという伝説が残る
「佐氏泉公園」

（米沢市駅前）鮎貝氏、本庄氏が居を構えていた「鮎貝城
本丸跡」には鮎貝八幡宮が建つ。　（白鷹
町鮎貝）

　今回の特集は、文献等を参考
に本組合が編集しました。

(参考文献)郷土出版社｢図説 置
賜の歴史｣他

大
江
氏

上
杉
氏
・
蒲
生
氏

伊達氏

本庄氏

萩生国分氏の居城「萩生城跡」には土塁と
濠跡が残る。　（飯豊町萩生）

伊達氏の北方への備えの拠点となった「小
桜館(宮村館)跡」には旧西置賜郡役所が建
つ。　（長井市高野町）

 

 

 

  

上
杉
氏

伊
達
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大
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置
賜
佐
藤
氏

伊達氏

 

 

 

  

し

の

ぶ

つ
ぐ
の
ぶ

た
だ

の
ぶ

あ
っ
け
し

国
分
氏

国
分
さ
ん
と
い
う
名
前
や
地
名
は
全
国

的
に
み
ら
れ
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
国

の
役
所
（
国
府
）
や
国
分
寺
が
お
か
れ

た
と
こ
ろ
を
指
し
て
い
た
も
の
が
、
地

名
や
名
前
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
置
賜

地
域
に
も
同
じ
由
来
の
国
分
氏
が
あ
り

ま
す
。

　
萩
生
国
分
氏
は
も
と
も
と
は
長
野
県

に
い
た
一
族
で
す
が
、
置
賜
地
区
に
移

住
し
、
飯
豊
町
萩
生
に
あ
っ
た
萩
生
城

を
治
め
て
い
ま
し
た
が
、
伊
達
政
宗
の

岩
出
山
移
封
に
従
い
柴
田
郡
へ
移
り
ま

し
た
。

尾
崎
氏

南
陽
市
宮
内
の
宮
沢
城
主
で
あ
っ
た
尾

崎
家
は
、
直
江
兼
続
の
母
の
実
家
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
尾
崎
家
は
、

も
と
も
と
は
信
州
飯
山
城
主
で
あ
り
、

そ
の
縁
も
あ
っ
て
長
野
県
飯
山
市
と
宮

内
地
区
の
方
々
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
尾
崎
家
は
の
ち
に
福
島
県
信
夫

地
方
に
移
っ
て
い
ま
す
が
、
直
江
兼
続

の
弟
大
国
実
頼
の
子
孫
は
飯
豊
町
に
今

も
住
ん
で
い
ま
す
。

甘
糟
氏

甘
糟
景
継
と
い
え
ば
上
杉
謙
信
と
上
杉
景
勝

に
仕
え
た
上
杉
家
の
家
臣
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
で
「
天
地
人
」
で
パ
パ
イ
ヤ
鈴

木
さ
ん
が
演
じ
て
い
た
こ
と
で
憶
え
て
い
る

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
甘
糟
家
は
備
後

守
と
近
江
守
に
分
か
れ
て
お
り
、
甘
糟
景
継

は
備
後
守
の
家
系
を
継
い
で
い
ま
す
。
そ
の

甘
糟
家
か
ら
は
、
の
ち
に
上
杉
鷹
山
公
の
伝

記
を
記
し
た
甘
糟
継
成(

つ
ぐ
し
げ)

や
、
そ

の
妹
で
当
時
の
藩
内
の
出
来
事,

江
戸
の
打

ち
こ
わ
し
の
こ
と
な
ど
を
記
録
し
た
塵
塚
日

記
を
残
し
た
甘
糟
春
な
ど
も
現
れ
て
い
ま
す
。

家
系
は
拡
散
し
な
が
ら
も
、
現
在
ま
で
そ
の

系
統
は
続
い
て
お
り
、
縁
者
の
方
も
置
賜
地

域
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
八
重

の
桜
」
の
主
人
公
で
あ
る
新
島
八
重
の
養
子

と
な
っ
た
方
が
甘
糟
家
か
ら
出
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

置賜地域を統治してきたおもだっ
た一族
奥州藤原氏（平安時代）⇒大江広
元（長井氏）置賜郡長井荘、米沢
城の築城⇒伊達家８代（会津地方
から進出し長井氏を滅亡。長く会
津、置賜を統治するが、宮城岩出
山へ転封）⇒蒲生氏（会津地方か
ら転封。のちに宇都宮へ移封）⇒
上杉氏（会津・上越地方から転封
、以後幕末まで）

名
字
を
と
お
し
て
歴
史
を
見
つ
め
る

　
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
名
字(

一
族)

の
由
来
を
探
っ
て
み
る
と
、
置
賜
に
移

ら
ず
元
の
土
地
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
が
、

私
た
ち
の
先
祖
か
も
し
れ
ず
、
私
た
ち

の
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
遠
く
離
れ
た
地

域
に
そ
の
由
来
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
置
賜
地
域
か
ら
外
へ
移
り
住

ん
だ
人
々
は
、
風
習
や
文
化
を
外
部
へ

伝
え
広
げ
た
、
文
化
の
種
子
の
よ
う
な

役
割
を
担
い
、
今
、
遠
く
離
れ
た
地
で

私
た
ち
と
同
じ
由
来
を
も
つ
人
々
が
、

そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
私
た
ち
の
名
字
に
は
、
地
域
や
祖
先

に
ま
つ
わ
る
「
は
じ
ま
り
」
が
あ
り
、

長
い
歴
史
の
ド
ラ
マ
が
積
み
重
な
っ
て
、

今
の
私
た
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
組
合
で
は
、
置
賜
圏
域
を
活
力
に
満
ち
た
地
域
に
し
て
い
く
た
め
の
事
業
と
し
て
、
３
市
５
町
と
連
携
し
な
が
ら

「
広
域
的
交
流
活
動
の
促
進
」
や
「
広
域
的
人
材
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
再
発
見
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
置
賜
圏
域
な
ら
で
は
の
地
域

資
源
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
第
19
回
目
は
「
置
賜
地
域
の
歴
史
に
ゆ
か
り
の
あ
る
名
字(

苗
字)

」
で
す
。
置
賜
地
域
に
よ
く
見
ら
れ
る
名
字
に

は
、
そ
の
成
り
立
ち
に
も
歴
史
や
由
来
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
、
名
字
に
ま
つ
わ
る
ド
ラ
マ
を
、
置
賜
各
地
の
史
跡
と
共

に
見
て
い
き
ま
す
。

置
賜
佐
藤
氏

　
　
～
置
賜
地
域
を
治
め
た
一
族
～

　
「
佐
藤
」
は
、
日
本
全
国
で
も
代
表

的
な
名
字
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
に
地
域
に
よ
り
そ
の
由
来
は
異
な
っ

て
い
ま
す
。
置
賜
地
域
に
在
住
す
る
「
佐

藤
氏
」
に
は
、
「
置
賜
佐
藤
氏
」
を
祖

先
に
持
つ
と
い
う
方
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
置
賜
佐
藤
氏
と
は
、
奥
州
藤
原
氏
の

重
臣
で
あ
る
佐
藤
元
治
（
福
島
県
信
夫

地
方
を
拠
点
と
し
て
い
た
）
の
弟
一
族

で
す
。
こ
の
置
賜
佐
藤
氏
に
ま
つ
わ
る

伝
説
と
し
て
有
名
な
の
が
、
源
義
経
の

忠
実
な
家
臣
で
あ
っ
た
佐
藤
継
信
と
忠

信
の
兄
弟
が
、
米
沢
市
花
沢
八
木
橋
に

あ
っ
た
館
で
生
ま
れ
た
と
い
う
も
の
で

す
。

　
佐
藤
兄
弟
が
産
湯
を
つ
か
っ
た
と
い

う
佐
氏
泉
（
「
佐
藤
清
水
」
を
漢
文
調

に
読
ん
だ
名
前
）
は
、
現
在
も
米
沢
駅

近
く
に
、
佐
氏
泉
公
園
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
（
佐
藤
氏
本
拠
の
福
島
市
飯

坂
町
に
も
佐
藤
兄
弟
に
ま
つ
わ
る
伝
説

が
残
っ
て
い
ま
す
。
）
源
義
経
と
と
も

に
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

大
江
氏
（
長
井
氏
）

　
　
～
置
賜
の
地
名
を
名
乗
っ
た
　

鎌
倉
幕
府
の
名
門
～

　
鎌
倉
幕
府
政
所
別
当
の
大
江
氏
は
、

源
頼
朝
に
よ
り
村
山
地
方
・
置
賜
地
方

を
所
領
と
し
て
与
え
ら
れ
、
大
江
氏
の

子
ら
が
こ
の
地
を
治
め
ま
し
た
。
の
ち

に
拠
点
と
し
た
地
名
を
と
っ
て
、
長
井

氏
・
寒
河
江
氏
と
名
乗
り
ま
し
た
。
米

沢
城
は
長
井
氏
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　
南
北
朝
末
期
に
は
伊
達
地
方
出
身
の

伊
達
氏
が
置
賜
地
方
に
進
出
し
、
長
井

氏
に
替
わ
っ
て
一
帯
を
治
め
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
「
長
井
」
や
「
寒
河
江
」
「
大
江
」

な
ど
の
名
字
は
、
こ
う
し
た
歴
史
と
深

く
つ
な
が
っ
て
、
今
で
も
残
っ
て
い
る

の
で
す
。

萩
生
国
分
氏

　
　
～
伊
達
氏
と
と
も
に移

住
し
た
一
族
～

　
南
北
朝
時
代
に
は
伊
達
氏
が
長
井
氏

を
攻
め
て
置
賜
地
域
に
進
出
し
ま
し
た
が
、

そ
の
家
臣
で
信
濃
国
（
現
在
の
長
野
県
）

国
分
荘
を
出
自
と
す
る
国
分
氏
は
、
萩

生
郷
を
与
え
ら
れ
、
羽
前
萩
生
城
の
城

主
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
伊
達
政
宗

の
岩
出
山
移
封
に
従
い
柴
田
郡
へ
移
る

ま
で
、
こ
の
地
を
治
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伊
達
氏
に
は
萩
生
国
分
氏
と

は
別
の
奥
羽
国
分
氏
と
い
う
家
臣
も
お

り
、
こ
ち
ら
も
伊
達
政
宗
の
移
封
に
伴

い
、
現
在
の
仙
台
市
国
分
町
の
あ
た
り

に
居
住
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

鮎
貝
氏
と
本
庄
氏

　
～
置
賜
地
域
か
ら
他
へ

移
り
住
ん
だ
一
族
～

　
鮎
貝
氏
は
、
も
と
も
と
下
長
井
荘
を

管
理
し
て
い
た
奥
州
藤
原
氏
の
子
孫
が

土
着
し
て
武
士
化
し
た
氏
族
と
さ
れ
ま

す
。

　
戦
国
時
代
末
期
ま
で
は
、
伊
達
氏
に

従
属
し
な
が
ら
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
謀
反
を
起
こ
し
て
最
上
氏
に
つ

き
、
伊
達
氏
に
攻
め
ら
れ
た
当
主
は
最

上
領
へ
逃
亡
し
ま
す
。
残
っ
た
鮎
貝
一

族
は
伊
達
氏
の
家
臣
と
し
て
岩
出
山
移

封
に
も
従
い
ま
し
た
。
の
ち
に
、
気
仙

沼
を
治
め
、
仙
台
藩
の
隆
盛
を
支
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
鮎
貝
と
い
う
名
字

は
、
太
平
洋
側
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
ま
た
、
鮎
貝
氏
が
伊
達
氏
と
と
も
に

移
封
さ
れ
た
後
の
鮎
貝
城
は
、
上
杉
氏

の
重
臣
で
あ
っ
た
本
庄
氏
が
居
城
と
し

て
い
ま
す
。
本
庄
氏
は
、
鮎
貝
城
主
と

し
て
幕
末
ま
で
上
杉
藩
領
の
北
部
を
守

り
ま
し
た
。

　
本
庄
氏
は
、
明
治
時
代
に
廃
藩
置
県

と
な
っ
た
後
で
、
柿
崎
氏
な
ど
の
藩
士

と
と
も
に
北
海
道
開
拓
の
た
め
、
屯
田

兵
隊
長
と
し
て
北
海
道
厚
岸
地
方
に
入

植
し
た
そ
う
で
す
。

名
字(

一
族)

を
残
す
工
夫

　
上
杉
氏
の
旧
領
越
後
地
方
は
、
上
杉

氏
が
米
沢
に
入
る
と
、
上
杉
氏
と
敵
対

関
係
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
万
が

一
戦
い
と
な
っ
た
場
合
、
い
ず
れ
か
が

勝
っ
て
も
一
族
が
絶
え
な
い
よ
う
に
と
、

上
杉
氏
の
家
臣
で
あ
り
武
将
の
鮎
川
氏

や
そ
の
家
臣
で
あ
る
大
滝
氏
な
ど
の
よ

う
に
、
越
後
に
残
る
家
と
上
杉
氏
に
従

い
置
賜
に
移
住
す
る
家
と
に
分
か
れ
た

そ
う
で
す
。

　
鮎
川
氏
の
子
孫
の
方
々
は
、
現
在
の

新
潟
県
村
上
市
大
場
沢
地
区
と
川
西
町

玉
庭
地
区
の
両
地
区
に
現
在
も
住
ん
で

お
り
、
両
地
域
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
通
常
、
土
地
を
治
め
て
い
た
領
主
た

ち
が
移
住
す
る
際
に
は
、
家
臣
や
職
人

た
ち
も
家
族
ご
と
移
住
す
る
も
の
で
し

た
が
、
鮎
川
氏
ら
の
よ
う
に
、
上
杉
氏

や
伊
達
氏
の
家
臣
に
は
、
一
族
を
分
け

て
移
住
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

名
字
を
と
お
し
て
歴
史
を
見
つ
め
る

　
私
た
ち
の
名
字
に
は
、
地
域
や
祖
先

に
ま
つ
わ
る
由
来
が
あ
り
ま
す
。

　
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
名
字(

一
族)

の
由
来
を
探
っ
て
み
る
と
、
置
賜
に
移

ら
ず
元
の
土
地
に
と
ど
ま
っ
た
人
々
が
、

私
た
ち
の
先
祖
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、

置
賜
地
域
か
ら
外
へ
移
り
住
ん
だ
人
々

は
、
風
習
や
文
化
を
伝
え
広
げ
た
、
文

化
の
種
子
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
名
字
の
中
に
眠
っ
て
い
る
、

長
い
歴
史
が
織
り
な
す
ド
ラ
マ
を
ひ
も

と
い
て
み
る
の
も
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

も
と
は
る

ま

ん

ど

こ

ろ



広域広報おきたま　６７　広域広報おきたま

　雄大な飯豊・朝日連峰の山並みを望みながら、
比較的平坦な田園地帯を走るコースです。
　さわやかな汗を流してみませんか。

日　時　10月21日(日)　午前９時30分スタート
スタートとゴール　長井市置賜生涯学習プラザ
コース　フルマラソン、ハーフマラソン、10㎞、
　　　　ファミリー団体2.5㎞
問合せ先　長井市教育委員会生涯スポーツ課
　　　　　℡ 0238(88)5661

おきたまニュース
置賜各市町からのおしらせ

　

９
月
、
白
鷹
の
観
光
ヤ
ナ
場
は
、
落
ち

鮎
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
一
雨
ご
と
に
鮎
が
ヤ

ナ
に
掛
か
り
、
時
に
は
数
百
匹
が
一
度
に

掛
か
る
事
も
！
白
波
を
た
て
簾
に
鮎
が
掛

か
る
躍
動
感
。
ヤ
ナ
場
で
鮎
を
手
づ
か
み

出
来
る
感
動
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
で
「
し
ら
た
か
工
芸

体
験
ま
つ
り
」
（
16
日
、
17
日
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
秋
の
白
鷹
を
満
喫
く
だ
さ
い
。

日　

時　

９
月
15
日
～
17
日　

場　

所　

白
鷹
町
観
光
ヤ
ナ
場

問
合
せ
先　

白
鷹
町
観
光
協
会

　
　
　
　

℡
０
２
３
８(

86)

０
０
８
６

第36回白鷹鮎まつり（9月15日～17日）

椿劇場2012（9月22日）

クラシックカーレビューin高畠2012 （10月21日）
　

２
年
に
１
度
、
約
200
台
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
名
車
達
が
高
畠
町
に
集
ま
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
レ
ビ
ュ
ーin

高
畠
。

　

８
回
目
を
数
え
る
今
回
も
、
昭
和
縁

結
び
通
り
・
ま
ほ
ろ
ば
通
り
・
庁
舎
通

り
各
商
店
街
を
会
場
に
、
１
９
８
７
年

ま
で
に
生
産
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
国

産
車
・
外
国
産
車
な
ど
、
時
代
に
名
を

残
す
名
車
が
全
国
か
ら
集
結
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
21
日(

日)

場　

所　

昭
和
縁
結
び
通
り
・
ま
ほ
ろ

　
　
　

ば
通
り
・
庁
舎
通
り
各
商
店
街

展　

示　

９
時
30
分
～
15
時

パ
レ
ー
ド　

15
時
～
16
時

問
合
せ
先
（
主
催
）　

高
畠
町
商
工
会

　
　
　

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
レ
ビ
ュ
ーin

　
　
　

高
畠
２
０
１
２
事
務
局
（
高
畠

　
　
　

町
商
工
会
内
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
陽
や
す
ら
ぎ
荘
に
、

南
陽
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
様
か
ら
タ
オ

ル
32
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
贈
品
は
、
施
設
入
所
者
の
た
め
に

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《山形県内唯一の
フルマラソン大会》

第25回
長井マラソン大会

第100回南陽の菊まつり
第48回(社)全日本菊花
　連盟全国大会南陽大会

"でｉ　　フェスタ2012" 
もっと　輝き多逢い！

参加者募集

　ダイヤモンド講座を受講し輝きを増
して、赤湯の温泉地の街コンを楽しみ
ませんか？

対　象　25～42歳の独身男女、各20名
　　　同性２人一組でお申し込みくだ
　　　さい。原則ダイヤモンド講座と
　　　街コンがセットになったイベン
　　　トとなります。

　　【ダイヤモンド講座男性編】
日　時　９月16日(日) 11:30～17:00
場　所　欧風レストラン西洋葡萄、え
　　　くぼプラザ
会　費　500円
内　容　テーブルマナー・コミュニケ
　　　ーション・魅力ある男性の美的
　　　センスの育成

　　【ダイヤモンド講座女性編】
日　時　９月22日(土) 10:30～13:30　
場　所　えくぼプラザ、欧風レストラ
　　　ン西洋葡萄
会　費　500円
内　容　化粧メイク、テーブルマナー、
　　　コミュニケーションの育成

　　【街コン】
日　時　９月22日(土)14:40～19:30　
集合場所　えくぼプラザ
会　費　男性5,000円、女性3,000円
内　容　２時間で赤湯飲食店４店舗を
　　　２人(同性)で回り、その後、参
　　　加者全員でえくぼプラザでの軽
　　　食・南陽産ワインの集いとなり
　　　ます。
締　切　９月７日(金)（男女各20名）

問合せ先　南陽市結婚推進室(えくぼ
　　　　プラザ内)
　　　　℡ 0238(50)1140
　　　　Fax 0238(50)1139 

置賜地域医療情報ネットワークシステム
(OKI-net)が置賜全域でスタート!!

　昭和22年～35年まで営業して
いた飯豊町唯一の娯楽施設「椿
劇場」。今年はＪＲ羽前椿駅に
隣接する倉庫を会場に一夜限り
復活します。子どもからお年寄
りまで楽しめる催し物や、300
インチの大型スクリーンで懐か
しの映画上映を行います。
　昔の古きよき時代の商店を再現した「いいでの夜市」
も同時開催。昭和のなつかしさとレトロ感漂う「椿劇場
2012」にぜひご来場下さい。
日　時　９月22日（土）
場　所　ＪＲ羽前椿駅 南側倉庫
問合せ先　椿劇場2012実行委員会事務局 
　　　　(飯豊町役場産業振興課 プロジェクト推進室)
　　　　℡ 0238(72)2111

　

全
国
一
の
歴
史
と
技
と
文
化
を
誇

る
「
第
100
回
南
陽
の
菊
ま
つ
り
」
が
、

南
陽
市
中
央
花
公
園
内
特
設
会
場
に

お
い
て
、
10
月
20
日(

土)

か
ら
11
月
11

日(

日)

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

菊
ま
つ
り
会
場
で
は
、
豪
華
絢
爛

な
菊
人
形
と
地
元
の
菊
花
栽
培
愛
好

者
が
精
魂
込
め
て
育
て
た
菊
花
１
２

０
０
鉢
が
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

全
日
本
菊
花
連
盟
が
主
催
し
ま
す

全
国
大
会
は
、
市
民
体
育
館
に
お
い

て
、
11
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
、
全
国
各
地
の
菊

花
愛
好
者
が
育
て
た
２
０
０
０
本
以

上
の
菊
花
の
大
輪
が
所
狭
し
と
展
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
全
国

レ
ベ
ル
の
菊
花
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

南
陽
市
商
工
観
光
ブ
ラ

　
　
　
　

ン
ド
課　

観
光
物
産
係

　
　

℡　

０
２
３
８(

40)

３
２
１
１

　
　
　
　

内
線
３
１
４

OKI-net（おきねっと）とは？

OKI-netを利用するメリットは？

OKI-netを利用するには？

　患者さんの診療情報を置賜の医療機関で共有する
システムです。医療機関どうしの連携が緊密となり、
より高度で安全な医療サービスを受けることができ
ます。
　公立置賜総合病院や米沢市立病院など、８病院の
診療情報を置賜地域内のクリニックなど50施設が参
照でき、利用者は1,300名を超えました。

① 検査結果・投薬・画像などの情報が共有化され、
診療情報が正確に伝わります。

② 検査や投薬の重複を防ぐこともでき、より安心
で安全な医療を受けられます。

　OKI-netは患者さんの同意のもと行っていますの
で、病院又はかかりつけ医療機関に申し出て下さい。

問合せ先　置賜地域医療情報ネットワーク協議会事
務局 (公立置賜総合病院医療連携・相談室
)℡ 0238(46)5000

おきたまごよみ
８月
15～16日 たかはた夏まつり「青竹ちょうちんまつ

り」(高畠町中心商店街)
30～9月2日 ダリヤ園ライトアップ(川西ダリヤ園)

９月
１日 地酒と黒べこまつり(川西ダリヤ園)
９日 ダリヤカップＭＴＢ大会(川西ダリヤ園)
15日 たかはた町民音楽祭(高畠町文化ホールまほら

)
15～16日 安久津八幡神社秋祭り(高畠町安久津八幡

神社)
15～17日 第36回白鷹鮎まつり(道の駅白鷹ヤナ公園

)
16日 第63回高畠ロードレース(高畠町役場)
16日 第47回白鷹若鮎マラソン大会　(白鷹町立蚕桑

小学校スタート)
21～23日 東北ダリヤ名花展(川西ダリヤ園)
29～30日 なせばなる秋まつり(米沢市松が岬公園、

伝国の杜周辺)

１０月
6～7日 ひろすけ祭(浜田広介記念館)
6～8日 道の駅たかはたまつり 秋の収穫祭(道の駅

たかはた)
6～8日 太陽館20周年記念わくわく感謝フェア(高畠

町太陽館)
6～8日 かわにし秋まつり(川西ダリヤ園)
７日 田んぼアート稲刈り体験(米沢市簗沢地内)
13日 置賜八食祭(米沢市松川河川敷)
27～28日 全日本50㎞競歩高畠大会(高畠町役場)

１１月
３日 たかはた秋まつり(高畠町役場)
3～4日 川西町芸術文化祭(川西町フレンドリープラ

ザ)
４日 ダリヤ切花収穫デー(川西ダリヤ園)

１２月
４日 保呂羽堂の年越祭　(米沢市千限寺保呂羽堂)

１月
１日 川西町元旦マラソン大会(川西町民総合体育館

周辺)
１日 元旦スノーシューハイクハイク(川西町高戸屋

山)



有料広告募集について
　置賜広域行政事務組合では、ホー ム
ページ、広域広報おきたま、指定ごみ 袋
に掲載する有料広告を募集しています。
お問合せ先
　総務課庶務係　℡0238(23)3246
　または、ホームページをご覧ください

昨年好評をいただいた「置賜八食祭」を今年も開催します！

んーまいっ！
　置賜地域のおいしい！を集めて
市場（マルシェ）を大開催します

おもっしぇー！
　楽しいステージイベントも
盛りだくさん！

日　時　１０月１３日(土)
　　　　　１０：００～１５：００
場　所　米沢市「松川河川敷」

　八食祭実行委員会では、置賜３市５町の食材や料理を通して地域の
魅力を再発見する、置賜八食祭を大好評につき今年も開催します。
　米沢市の松川河川敷に会場を移し、選りすぐりの食材や料理が楽しめ
る市場（マルシェ）へぜひおいでください！

広域的広域的婚活婚活推進事業推進事業

　今年も昨年に引き続き、広域的婚活推進事
業を行います。昨年は年４回のイベントを開
催し、男性75名、女性64名に参加していただ
き、11組のカップルが成立しました。
　今年も、置賜3市5町の若者で組織する「広
域的婚活プロジェクトチーム」が企画を考え
ており、置賜地域内を会場としたイベントの
開催を予定しています。詳細は今後、チラシ
やＨＰを活用しお知らせしていきますので、
ぜひご参加ください。
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広域広報

置賜広域行政事務組合　総務課企画財政係
〒992-0012
山形県米沢市金池三丁目1番 55号
電話：0238-23-3246　FA X： 0238-24-4659
E-mail  kikaku@okikou.or.jp

広域広報おきたまは、ホームページでご覧い
ただけます。　http://www.okikou.or.jp/ 　

ご意見・ご要望をお聞かせください

湯るっとパークゴルフ場湯るっとパークゴルフ場
コース整備に伴う休業のおしらせ

　広域交流拠点施設「湯るっと」では、皆様により楽しく
より快適にパークゴルフを楽しんでいただくため、本年度 、
コースの増設と無料休憩所の建設工事を行います。
　また、既存コースについても本年度の営業を見合わせ、
芝生の整備を行うこととしました。
　このため、９月１日から
の休業を予定しており、皆
様にご迷惑をおかけします
が、再オープンまでお待ち
いただくよう、よろしくお
願いします。

お問合せ先
　総務課企画財政係 ℡ 0238(23)3246
　置賜スポーツ交流プラザ湯るっと　℡ 0238(57)3948

お問合せ先
　置賜八食祭実行委員会事務局
　（総務課企画財政係内）
　℡ 0238(23)3246
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